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とである（写真 8 ， 9 ）。今回の調査で新たに
明らかになったのは，個人のポッタリが自分で
仕入れをするという先行研究の記述やそれを受
けてこれまで報告者が論文で指摘してきた点と
は違って，ポッタリのグループが下関と釜山の
それぞれに拠点とする店舗があり，仕入れ等は
主として店舗側にて行われているということで
ある。これは個人とグループの仕入れの形態の
違いによるものか，あるいは時代による変化な
のかも知れない。これについては，今後の調査
でより明らかにできるものと考える。船内では
前日に引き続きS氏から 2 年前に約20年続けた
写真 5 　釜山の市場へと続く道
道の真ん中で開業する飲食店。
写真 7 　釜山港国際旅客ターミナルの内部
2015年 8 月に移転・新設された。
写真 6 　海苔と昆布の仕入れ
このように塊で売っている。
写真 8 　釜山港国際旅客ターミナル
商品（大きな段ボール）が見える。
写真 9 （左）　フェリー内の廊下
所狭しと商品の荷物が置かれている。
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免税店をやめた経緯，など様々な話を聴かせて頂いた。
　 4 日目の早朝フェリーは下関に着き，ポッタリたちは再び大量の荷物を通関させる。S氏は先述
した通り釜山にて多くの物品を購入しており，検査に少し時間がかかった。ターミナル1Fの駐車
場近くのスペースには，釜山からの荷物がどんどんと置かれていく。荷物の周りは時に無人となり，
見張っている人もいない。それを店の車が次々と運び去っていく。ダンボールにマジックで書かれ
たハングル文字はポッタリの姓などであり，それと注文表を見て店側は品物を特定して運んでいく。
間違えることはまずないとS氏は言う。
　また出張者の過去の論文に孫引用した，関釜フェリーの 2 等航海士による手記には「中略」の部
分があった。その部分を確認するためターミナル内にあるフェリー会社にて手記が掲載された社報
の閲覧を願い出た。しかしそれは公開する性質のものではないとの理由で，断られてしまった。あ
くまでも学術的な目的であることも説明したが，かなわなかった。これについては別の方法を考え
るしかない。下関から鉄道とバスにて北九州空港へと向かい，空路にて帰着した。
　今回の調査では，ポッタリの動向について，先行研究や報告者の体験に基づく知見をはるかに超
えた詳細なデータを得ることができた。次回調査では，S氏の夫が手書きで残している免税店の記
録を見せて頂く予定である。これによりポッタリが扱う商品のトレンド，価格などを時系列で把握
することができるだろう。
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